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２０２３年１０月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ２０４（１） 
（１） 

 

雨
あ
が
り 

 

「
船
で
行
く
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を

初
め
て
経
験
し
ま
し
た
。
「
志
賀
島

金
印
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
す
。
車
で

行
く
と
帰
り
は
海
の
中
道
で
絶
対

に
渋
滞
す
る
と
思
い
、
ベ
イ
サ
イ
ド

プ
レ
イ
ス
か
ら
志
賀
島
行
き
の
渡

船
を
利
用
し
ま
し
た
。
朝
７
時
発
、

帰
り
は
志
賀
島
１
２
時
発
の
船
で

す
。 ６

０
代
以
上
の
ス
タ
ー
ト
時
間

が
１
０
時
３
５
分
だ
っ
た
の
で
志

賀
島
１
２
時
発
の
船
に
乗
る
た
め

に
は
１
時
間
以
内
に
ゴ
ー
ル
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
結
果
は
５
６
分

０
４
秒
で
目
標
タ
イ
ム
を
ク
リ
ア

で
き
無
事
に
１
２
時
発
の
船
に
間

に
合
い
ま
し
た
。
初
参
加
の
志
賀
島

金
印
マ
ラ
ソ
ン
は
好
印
象
で
し
た
。 

 
 

開
会
式
で
の
「
金
印
太
鼓
」
の
演

奏
が
力
強
く
て
素
晴
ら
し
く
、
パ
ワ

ー
を
も
ら
え
ま
し
た
。
小
さ
い
島
だ

か
ら
こ
そ
異
年
齢
集
団
が
生
き
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
・
３
０
代
、
４
・
５
０
代
、

６
０
代
以
上
と
年
齢
別
の
ス
タ
ー

ト
も
初
め
て
で
し
た
。
周
り
が
年
長

者
ば
か
り
（
私
も
そ
の
一
人
！
）
で

若
者
が
一
緒
で
な
い
の
は
寂
し
か

っ
た
で
す
が
、
秋
晴
れ
の
下
で
き
れ

い
な
海
を
眺
め
な
が
ら
汐
風
を
受

け
て
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
（
大
） 

 

【
平
和
憲
法
を
守
ろ
う
】 

  

１
０
月
７
日
憲
法
共
同
セ
ン
タ

ー
は
、
小
倉
駅
で
定
例
の
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。 

２
０
２
４
年
度
予
算
で
岸
田
政

権
は
、
物
価
高
で
庶
民
が
苦
し
む

中
、
憲
法
か
ら
逸
脱
す
る
敵
基
地
攻

撃
能
力
確
保
や
戦
争
体
制
費
用
捻

出
の
た
め
の
概
算
要
求
を
出
し
ま

し
た
。 

２
３
年
度
の
防
衛
費
と
呼
ば
れ

る
軍
事
費
の
予
算
は
、
６
兆
６
０
０

１
億
円
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
１
兆
１

３
８
４
億
円
も
大
幅
増
額
し
た
７

兆
７
３
８
５
億
円
で
す
。
そ
う
な
っ

た
理
由
は
、
岸
田
内
閣
が
昨
年
末
に

改
定
し
た
安
保
３
文
書
の
な
か
の

「
防
衛
力
整
備
計
画
」
で
、
５
年
間

で
総
額
４
３
兆
円
も
の
大
軍
拡
を

行
う
こ
と
に
基
い
た
増
額
で
す
。 

 【
５
兆
円
で
国
民
生
活
を
豊
か
に
】 

 

昨
年
６
月
に
あ
る
新
聞
が
５
兆

円
で
何
が
で
き
る
か
と
い
う
試
算

を
載
せ
ま
し
た
。 

① 

大
学
の
授
業
料
を
無
償
化
す

る
に
は
、
年
間
１
兆
８
０
０

０
億
円
。 

② 

児
童
手
当
を
高
校
生
ま
で
延

長
し
て
親
の
所
得
制
限
を
撤

廃
、
一
律
一
人
１
万
５
０
０

０
円
を
支
払
う
と
し
て
年
１

兆
円
。 

③ 

小
・
中
学
校
の
給
食
無
償
化

は
、
年
間
４
３
８
６
億
円
で

実
現
。 

④ 

年
金
受
給
者
全
員
に
月
１
万

円
・
年
１
２
万
円
上
乗
せ
に

４
兆
８
６
１
２
億
円
。 

⑤ 

消
費
税
率
を
１
０
％
か
ら

５
％
に
引
き
下
げ
る
２
％
の

引
き
下
げ
分
と
し
て
５
兆

円
。 

⑥ 

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
ゼ

ロ
に
す
る
た
め
に
５
兆
１
８

３
７
億
円
。 

こ
う
し
た
こ
と
が
実
施
で
き
ま

す
。 

 【
憲
法
九
条
を 

活
か
し
た
平
和
の
道
を
】 

 
 浜

田
防
衛
大
臣
は
、
日
本
に
対
す

る
報
復
攻
撃
で
「
大
規
模
な
被
害
が

生
じ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
」

と
答
弁
し
、
５
年
間
で
４
兆
円
を
投

入
し
全
国
２
万
３
０
０
０
棟
も
の

自
衛
隊
施
設
の
核
攻
撃
被
害
を
想

定
し
「
強
靭
化
」
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。
基
地
の
強
靭
化
は
、
市

民
の
命
は
守
れ
ま
せ
ん
。 

憲
法
九
条
を
も
つ
日
本
が
す
す

む
べ
き
道
は
、
軍
事
大
国
化
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
九
条
を
活
か
し
た
平
和

外
交
で
「
戦
争
を
起
こ
さ
せ
な
い
」

状
況
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。 

被
爆
国
と
し
て
、
核
兵
器
禁
止
条

約
を
批
准
し
、
非
核
の
ア
ジ
ア
と
世

界
を
つ
く
る
先
頭
に
立
つ
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

参
加
者
は
、
次
々
に
「
軍
事
費
倍
増

で
な
く
、
憲
法
九
条
を
守
り
、
国
民

生
活
を
守
れ
」
と
訴
え
、
署
名
協
力

を
求
め
ま
し
た
。 

憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
宣
伝
行
動 

mailto:ｋ_roren@ybb.ne.jp


                             

                             

                             

                             

                             

２０２３年１０月２１日 北九州地区労連ニュースＮＯ２０４（２） 

◆
福
建
労
北
九
州
支
部 

石
迫
代
議
員 

財
政
方
針
に
つ
い
て
。
事
務
局

長
不
在
で
、
執
行
が
で
き
て
い
な

い
状
況
。 

活
動
費
が
昨
年
度
よ
り
減
少

し
、
予
備
費
が
増
え
て
い
る
理
由

は
？ 

宣
伝
や
交
流
に
あ
て
た
方
が
良
い

と
思
う
。 

◆
福
建
労
北
九
州
支
部 

中
林
代
議
員 

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
に
つ
い
て
の

署
名
の
お
願
い
。 

ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
入
し
た
建
設

労
働
者
の
健
康
被
害
に
対
す
る
救

済
を
求
め
る
裁
判
。
全
国
の
原
告

で
１
５
０
０
人
が
立
ち
上
が
り
、

昨
年
５
月
最
高
裁
は
、
国
・
企
業
の

責
任
を
認
め
る
判
決
。
国
は
、
責
任

を
認
め
謝
罪
、
給
付
金
を
行
っ
て

い
る
が
、
企
業
は
裁
判
を
継
続
し

て
い
る
。
来
年
春
に
判
決
が
出
さ

れ
る
予
定
だ
が
、
公
正
な
判
決
を

求
め
る
署
名
を
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 ◆

北
九
州
市
職
労 坂

内
代
議
員 

市
職
労
の
取
り
組
み
報
告
。
昨

年
秋
に
要
求
書
を
提
出
。
交
渉
や

行
動
を
行
う
。
ま
だ
課
題
は
残
っ

て
い
る
。
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
に
取

り
組
み
、
３
月
の
要
求
書
を
提
出

し
た
。
残
業
実
態
調
査
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
新
採
歓
迎
会
や
ボ

ー
リ
ン
グ
大
会
な
ど
も
実
施
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
中
で
２
０
台
か
ら
３
０
台

が
組
合
加
入
。
９
月
人
勧
が
で
て

月
例
給
・
一
時
金
が
プ
ラ
ス
勧
告
。

労
働
条
件
改
善
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
。 

◆
健
和
会
労
働
組
合 

 

那
須
代
議
員 

時
給
１
５
０
０
円
は
な
ら
ず
、

実
質
賃
金
が
下
が
る
内
容
。
他
単

産
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
く
。 

年
末
一
時
金
の
改
善
に
つ
い
て
。

２
０
万
円
も
低
い
。
賃
金
の
一
部

で
あ
り
、
改
善
を
め
ざ
す
。 

医
療
報
酬
・
介
護
報
酬
な
ど
改

定
が
行
わ
れ
る
。
物
価
上
昇
が
生

活
悪
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
報

酬
改
定
な
ど
で
す
べ
て
の
ケ
ア
労

働
者
の
改
善
が
必
要
。
人
員
増
を

求
め
る
署
名
や
、
夜
勤
署
名
な
ど

に
よ
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
確
保
の

た
め
に
大
幅
改
定
が
必
要
と
国
会

議
員
へ
の
要
請
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。 

◆
学
嘱
労 

 

高
﨑
代
議
員 

学
校
嘱
託
職
員
で
作
る
組
合
で

始
ま
っ
て
、
今
は
、
会
計
年
度
職
員

と
な
っ
て
い
る
。 

嘱
託
時
代
は
、
雇
い
止
め
が
な

か
っ
た
が
、
最
長
４
年
の
期
間
業

務
職
員
と
な
っ
て
い
る
。 

公
務
員
賃
金
は
、
秋
に
確
定
闘
争

を
行
う
。
会
計
年
度
は
、
春
に
遡
及

が
無
い
、
一
時
金
も
勤
勉
手
当
は

で
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
今
ま
で

勤
勉
手
当
を
上
げ
て
、
期
末
手
当

を
下
げ
て
き
た
が
、
非
正
規
の
会

計
年
度
も
勤
勉
手
当
を
付
け
て
い

い
と
出
て
い
る
。 

学
校
給
食
の
無
償
化
に
つ
い
て
、

チ
ラ
シ
が
出
て
い
る
が
、
教
育
の

一
環
、
食
育
を
作
る
こ
と
が
、
必
要

で
、
直
営
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
く
こ
と
が
、
必
要
だ
と
訴
え
な

が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。 

◆
全
教
北
九
州 

 高
津
代
議
員 

全
国
で
学
校
給
食
無
償
化
が
広

が
っ
て
い
る
。
４
月
か
ら
「
学
校
給

食
無
償
化
を
め
ざ
す
会
」
が
発
足

し
た
。
予
算
の
１
％
で
実
現
で
き

る
。
安
全
安
心
の
給
食
を
。
地
元
の

農
業
を
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
地

産
地
消
・
食
育
も
平
行
し
た
取
り

組
み
で
も
あ
り
、
無
償
化
へ
の
取

り
組
み
を
求
め
て
す
す
め
て
い
き

た
い
。 

◆
争
議
団
共
闘 

 

中
村
議
長 

北
九
州
埠
頭
の
雇
い
止
め
に
つ

い
て
。
１
年
契
約
の
有
期
労
働
者
。

労
働
契
約
法
１
９
条
に
あ
る
規

定
。
契
約
更
新
に
つ
い
て
北
九
州

埠
頭
の
運
営
に
更
新
さ
れ
る
期
待

権
が
あ
る
。
し
か
し
、
認
め
た
上

で
、
会
社
の
主
張
を
、
年
休
や
質
問

を
行
っ
た
こ
と
が
、
誹
謗
中
傷
・
会

社
の
秩
序
を
乱
し
た
と
い
う
こ
と

で
、
会
社
の
主
張
を
鵜
呑
み
に
し

た
不
当
な
判
決
で
あ
る
。 

裁
判
所
で
、
負
け
る
か
も
し
れ

な
い
と
、
裁
判
所
に
不
信
感
を
持

ち
、
高
裁
に
は
持
っ
て
行
け
な
か

っ
た
。 

職
場
に
戻
す
こ
と
を
目
標
に
し

て
き
た
が
、
支
援
の
体
制
が
ど
う

だ
っ
た
の
か
を
報
告
し
て
お
き
た

い
。 白

鳥
に
ト
ラ
イ
ア
ル
の
物
流
セ

ン
タ
ー
。
組
合
委
員
長
が
元
組
合

員
に
対
し
て
、
仕
事
の
業
務
に
対

し
注
意
を
し
た
ら
、
反
抗
的
な
態

度
に
出
た
の
で
、
委
員
長
が
、
胸
ぐ

ら
つ
か
み
、
口
を
切
る
こ
と
に
。
配

転
命
令
も
田
川
か
ら
鳥
栖
へ
異
動

に
。
懲
罰
に
配
置
転
換
は
無
い
、
委

員
長
を
配
転
す
る
の
は
、
不
当
労

働
行
為
に
あ
た
る
の
で
、
懲
罰
配

転
は
引
っ
込
め
た
が
、
通
常
の
配

転
命
令
が
出
さ
れ
、
組
合
の
弱
体

化
を
狙
っ
た
も
の
で
、
委
員
長
の

配
転
命
令
の
撤
回
を
求
め
て
団
交

を
要
求
し
た
た
か
っ
て
い
る
。 

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議 

 

榊
原
氏 

昨
年
７
月
３
０
日
Ｊ
Ａ
Ｌ
争

議
、
企
業
内
組
合
で
あ
る 

機
長

組
合
と
乗
務
員
組
合
は
、
和
解
。 

内
容
に
つ
い
て
。
業
務
委
託
契
約

の
ア
ル
バ
イ
ト
の
斡
旋
程
度
。
月

１
５
万
円
の
２
年
間
。
時
給
８
０

０
円
程
度
し
か
な
ら
な
い
。
１
２

年
間
の
争
議
を
行
っ
た
と
、
何
の

た
め
に
支
援
し
た
の
か
と
い
う
形

に
な
る
の
で
、
組
合
を
脱
退
し
、
乗

員
１
６
名
、
客
員
１
９
名 

計
３

５
名
が
、
解
決
に
向
け
て
、
国
会
議

員
２
１
名
へ
の
協
力
を
仰
い
で
い

る
。
株
主
総
会
へ
の
配
布
し
た
物

を
配
布
し
て
い
る
。 

余
剰
人
員
を
削
減
し
た
と
さ
れ

て
い
る
が
、
運
行
に
必
要
な
人
員

を
大
幅
に
超
過
し
て
削
減
を
さ
れ

て
い
る
。 

一
日
も
早
く
解
決
し
た
い
。 

◆
幹
事
会
の
答
弁 

 永
富
議
長 

予
算
は
、
青
年
対
策
や
交
流
活

動
に
配
分
す
る
よ
う
に
幹
事
会

で
、
補
正
予
算
を
議
論
し
、
次
回
の

評
議
員
会
で
提
案
し
た
い
。 

最
低
賃
金
・
不
十
分
で
あ
る
こ

と
に
対
し
て
、
９
月
２
８
日
に
宣

伝
行
動
を
行
っ
て
い
く
。 

学
校
給
食
の
無
償
化
の
署
名
を

す
す
め
学
習
会
を
予
定
し
て
い
る

の
で
、
参
加
を
し
て
ほ
し
い
。 

 

定
期
大
会 

 
代
議
員
の
発
言 
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【
最
低
賃
金
は
、全
国
一
律
で 

１
５
０
０
円
に
】 

 

９
月
２
８
日
北
九
州
地
区
労
連

は
、
１
０
月
か
ら
の
最
低
賃
金
改
定

に
合
わ
せ
小
倉
駅
で
宣
伝
行
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

福
岡
県
の
最
低
賃
金
は
、
１
０
月

か
ら
９
４
１
円
で
す
。
一
日
８
時

間
・
月
２
１
日
で
働
い
て
１
５
万
８

０
８
８
円
で
す
。
こ
の
額
で
健
康
で

文
化
的
な
生
活
が
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。 

７
月
の
実
質
賃
金
は
、
前
年
同
月

比
２
．
５
％
の
減
で
し
た
。
１
６
か

月
連
続
マ
イ
ナ
ス
で
す
。 

こ
れ
ま
で
も
食
料
品
や
生
活
関

連
品
が
次
々
と
値
上
が
り
し
て
い

ま
す
。
春
闘
で
大
手
企
業
は
、
要
求

に
満
額
回
答
と
の
記
事
が
踊
っ
て

い
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

す
。 大

企
業
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
も

内
部
留
保
を
積
み
上
げ
、
と
う
と
う

５
０
０
兆
円
を
超
え
ま
し
た
。 

【
岸
田
政
権
は
、 

有
効
な
中
小
企
業
支
援
を
】 

大
幅
な
賃
金
引
き
上
げ
は
、
中

小
・
零
細
業
者
の
経
営
を
苦
し
く
す

る
、
そ
う
し
た
声
も
聞
き
ま
す
。
経

営
安
定
へ
の
適
切
な
支
援
と
と
も

に
大
企
業
に
社
会
的
責
任
を
果
た

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

韓
国
で
は
、
最
低
賃
金
を
大
幅
に

上
げ
る
た
め
に
年
金
や
雇
用
保
険

な
ど
社
会
保
険
料
の
減
免
を
積
極

的
に
進
め
て
い
ま
す
。 

日
本
で
は
、
中
小
企
業
の
支
援
策

は
あ
っ
て
も
手
続
き
が
複
雑
で
わ

か
り
づ
ら
い
な
ど
有
効
な
も
の
が

少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
韓
国

の
よ
う
な
分
か
り
や
す
く
使
い
勝

手
が
良
い
、
こ
う
し
た
減
免
制
度
の

創
設
が
必
要
で
す
。
地
区
労
連
は
、

県
労
連
と
と
も
に
市
や
県
、
経
営
者

団
体
へ
が
要
請
や
宣
伝
行
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

【
口
先
ば
か
り
の
岸
田
首
相
】 

 
国
民
生
活
が
疲
弊
す
る
こ
う
し

た
状
況
で
岸
田
首
相
は
、
口
で
は

「
国
民
の
皆
様
の
厳
し
い
声
に
真

摯
に
と
か
謙
虚
に
丁
寧
に
」
と
言
い

な
が
ら
、
防
衛
費
だ
け
に
湯
水
の
よ

う
に
税
金
を
つ
ぎ
込
も
う
と
し
て

い
ま
す
。 

 

今
の
物
価
高
騰
、
本
当
に
異
常
で

す
。
２
０
２
２
年
度
の
平
均
の
消
費

者
物
価
指
数
は
生
鮮
食
品
を
除
い

て
、
前
の
年
度
よ
り
３
．
０
％
上
昇

し
ま
し
た
。
３
．
０
％
の
上
昇
率
は

１
９
８
１
年
度
以
来
４
１
年
ぶ
り

の
水
準
で
す
。 

岸
田
首
相
は
、
内
閣
改
造
を
し
て

「
物
価
高
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
対

策
」
「
継
続
し
た
賃
上
げ
の
実
現
」

「
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
」
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
」
な
ど
早
急
に
取
り
組
む
と
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
れ
ば

経
済
活
性
化
の
た
め
に
消
費
税
を

引
き
下
げ
る
こ
と
や
二
重
に
か
け

ら
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
税
を
見
直
し
、
劇

的
に
下
げ
る
な
ど
、
政
府
が
で
き
る

こ
と
す
ら
し
て
い
ま
せ
ん
。 

世
界
で
は
、
１
０
５
の
国
が
消
費

税
（
付
加
価
値
税
）
を
引
き
下
げ
、

最
低
賃
金
も
大
き
く
引
き
上
げ
て

い
ま
す
。
第
一
次
安
倍
政
権
か
ら
岸

田
政
権
ま
で
の
３
０
年
間
で
実
質

賃
金
は
５
万
円
以
上
下
が
っ
て
い

ま
す
。
大
幅
賃
上
げ
を
実
現
す
る
た

め
に
、
ご
一
緒
に
声
を
上
げ
ま
し
ょ

う
、
と
訴
え
る
中
用
意
し
た
ビ
ラ
は

瞬
く
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。 

【
消
費
税
は
引
き
下
げ
を
】 

 

９
月
２
９
日
北
九
州
地
区
労
連

は
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
の
減
税

「
消
費
税
５
％
に
引
き
下
げ
を
」
求

め
て
重
税
反
対
全
国
行
動
実
行
委

員
会
の
仲
間
と
と
も
に
黒
崎
駅
で

１
７
時
半
か
ら
宣
伝
行
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。 

 

１
０
月
か
ら
弱
い
者
い
じ
め
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。 

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

消
費
者
負
担
の
増
加
に
つ
な
が
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
電
力
会
社
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度

で
一
定
期
間
、
定
額
で
買
い
取
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
太

陽
光
な
ど
余
剰
電
力
を
供
給
し
て

い
る
の
は
個
人
の
家
庭
が
多
く
、
消

費
税
分
の
仕
入
れ
税
額
控
除
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
、
電
気
代
に
上
乗

せ
さ
れ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
一
点
を
見
て
も
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
物
価
高
騰
に
拍
車

を
か
け
る
こ
と
は
、
明
白
で
す
。 

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
を 

早
急
に
】 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
、
小
規
模
や

個
人
経
営
の
事
業
者
が
免
税
事
業

者
か
ら
課
税
事
業
者
へ
と
転
換
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
転
換
を

拒
め
ば
負
担
を
発
注
元
が
負
う
た

め
に
制
度
開
始
以
前
か
ら
「
単
価
の

引
き
上
げ
を
迫
ら
れ
た
」
「
取
引
を

排
除
さ
れ
た
」
な
ど
深
刻
な
事
例
が

出
て
い
ま
す
。 

課
税
事
業
者
に
な
れ
ば
、
重
い
税

と
事
務
負
担
が
発
生
し
経
営
が
成

り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
を
考
え
る
会

の
小
泉
な
つ
み
さ
ん
は
、
「
２
０
２

１
年
１
２
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
５
０
万
筆
以
上
の
「
反
対
署

名
」
を
集
め
ま
し
た
。 

「
有
名
な
声
優
が
拡
散
し
て
く

れ
、
ア
ニ
メ
や
漫
画
フ
ァ
ン
に
よ
る

後
押
し
も
大
き
い
個
人
事
業
主
は

組
合
な
ど
な
い
が
、
『
日
本
の
誇
る

産
業
を
壊
す
な
』
と
団
結
し
た
」
と

西
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 

最
賃
宣
伝
行
動 

【
ガ
ソ
リ
ン
税
凍
結
で 

１
Ｌ
１
８
０
円
が
１
０
４
円
に
】 

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
４
２
％
を
占

め
る
ガ
ソ
リ
ン
税
の
徴
収
を
凍
結

せ
れ
ば
単
純
計
算
で
１
８
０
円
が

１
０
４
円
ま
で
下
が
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

運
送
業
な
ど
燃
料
代
で
苦
し
ん

で
い
る
企
業
に
と
っ
て
大
き
な
経

費
削
減
と
な
り
、
運
送
料
金
が
下

が
る
こ
と
で
様
々
な
物
品
が
値
下

げ
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

海
外
で
は
、
食
品
や
電
気
代
な

ど
の
消
費
税
（
付
加
価
値
税
）
を
引

き
下
げ
、
負
担
軽
減
を
進
め
て
い

る
国
が
１
０
５
カ
国
に
な
っ
た
と

の
報
道
も
あ
り
ま
す
。 

岸
田
政
権
は
、
１
０
月
か
ら
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
を
強
行
し
ま
し

た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
よ
る
消

費
税
の
増
税
効
果
は
、
１
兆
円
を

超
え
、
電
気
代
の
値
上
げ
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。 

「
物
価
高
騰
に
苦
し
み
国
民
生

活
を
し
り
目
に
負
担
増
を
押
し
つ

け
る
こ
と
は
、
許
さ
れ
な
い
」
と
参

加
者
は
、
次
々
と
訴
え
ま
し
た
。 

駅
前
で
の
宣
伝
行
動
後
は
、
商

店
街
を
歩
い
て
の
減
税
ア
ピ
ー
ル

行
進
を
行
い
ま
し
た
。 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
反
対 
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芸
能
人
の
働
き
方 

子
ど
も
の
頃
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー

は
あ
ん
な
に
忙
し
い
け
ど
給
料
は

ち
ょ
っ
と
し
か
も
ら
え
な
い
ら
し

い
・
・
な
ど
と
親
た
ち
が
話
を
し
て

い
ま
し
た
。
芸
能
人
に
な
っ
た
ら
キ

ラ
キ
ラ
し
て
楽
し
そ
う
だ
け
ど
儲

か
ら
な
い
の
か
な
あ
と
子
ど
も
の

私
も
漠
然
と
思
っ
た
も
の
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
、
芸
能
人
は
必
ず
し
も

「
給
料
」
を
も
ら
う
立
場
で
雇
用
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
把
握

し
た
の
は
弁
護
士
に
な
っ
て
か
ら

で
す
が
、
で
は
ど
う
や
っ
て
収
入
は

配
分
さ
れ
る
の
か
は
様
々
な
よ
う

で
す
。
実
際
に
は
雇
用
契
約
を
結
ん

で
い
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
決
ま
っ
た
ス
テ
ー
ジ
に
定

期
的
に
出
演
す
る
と
い
っ
た
場
合

で
あ
れ
ば
「
当
事
者
の
一
方
が
相
手

方
に
対
し
て
労
働
に
従
事
す
る
こ

と
を
約
し
、
相
手
方
が
こ
れ
に
対
し

て
そ
の
報
酬
を
与
え
る
こ
と
を
約

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を

生
ず
る
。」（
民
法
６
２
３
条
）
も
あ

て
は
ま
り
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
私
た
ち
が
よ
く
み
て
い

る
芸
能
人
は
決
ま
っ
た
こ
と
を
決

ま
っ
た
よ
う
に
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
人
気
が
で
れ
ば
朝
か
ら
晩

ま
で
働
き
ず
く
め
の
イ
メ
ー
ジ
で

す
し
、
ど
こ
か
の
芸
能
事
務
所
に
所

属
す
る
の
で
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
契

約
」
と
い
う
類
型
が
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
契
約
は

民
法
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
契
約
で
は
、
営
業
か
ら
ギ
ャ
ラ

交
渉
・
契
約
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
・

ト
ラ
ブ
ル
対
応
な
ど
、
身
の
回
り
の

全
て
を
「
芸
能
事
務
所
」
が
行
な
っ

て
く
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
で
い
ろ
い
ろ
管
理
し
な
く
て
良

い
分
、
芸
能
人
と
し
て
の
仕
事
に
集

中
で
き
ま
す
が
、
あ
ん
ま
り
儲
か
ら

な
い
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
っ
た

例
の
噂
が
で
て
き
そ
う
で
す
。 

そ
ん
な
中
で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
契

約
が
注
目
も
さ
れ
ま
し
た
。
「
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
契
約
」
で
は
営
業
や
ギ
ャ

ラ
交
渉
な
ど
の
仕
事
を
取
っ
て
く

る
業
務
だ
け
を
芸
能
事
務
所
が
代

行
し
て
く
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
は
芸
能
人
が

し
ま
す
。
才
能
あ
ふ
れ
る
芸
能
人
で

も
事
務
仕
事
は
苦
手
と
い
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
も
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
そ

れ
は
大
変
そ
う
で
す
。
も
の
す
ご
く

人
気
が
あ
っ
て
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
も
高
い
人
で
あ
れ
ば
高
収
入
が

得
ら
れ
ま
す
。 

 

よ
く
芸
能
人
が
独
立
す
る
と
き

や
事
務
所
を
移
転
す
る
と
き
に
は
、

売
れ
な
い
と
き
に
事
務
所
が
い
わ

ゆ
る
「
投
資
」
を
し
て
き
た
の
に
・
・

と
い
っ
た
批
判
の
声
も
き
か
れ
る

よ
う
で
す
が
、
芸
能
人
に
限
ら
ず
、

私
た
ち
弁
護
士
も
そ
の
他
の
職
業

の
人
も
、
最
初
の
う
ち
は
研
修
だ
っ

た
り
、
教
え
て
も
ら
う
立
場
だ
っ
た

り
、
周
囲
の
人
た
ち
は
育
成
に
か
か

わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

 

た
だ
、
私
の
よ
う
な
弁
護
士
と
違

っ
て
、
売
り
出
す
ま
で
に
か
か
る
お

金
は
莫
大
な
の
で
し
ょ
う
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
と
ト
ラ
ブ
ル
は
多
く
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
昔

と
違
っ
て
、
自
分
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ

て
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
き
た
の
で
、
以
前
ほ
ど
は
売

り
出
す
と
い
う
こ
と
に
必
ず
し
も

費
用
が
か
か
る
と
は
言
え
な
く
な

っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

私
の
事
務
所
に
芸
能
人
が
相
談

に
来
る
こ
と
は
あ
ま
り
想
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
も
し
来
ら
れ
た
と
き
に

は
細
か
い
契
約
書
を
隅
か
ら
隅
ま

で
読
ん
で
、
し
っ
か
り
と
法
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
に
勉
強

し
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

９
月
２
６
日
、
全
県
一
斉
の
石
綿

建
材
製
造
企
業
包
囲
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
で

ア
ス
ベ
ス
ト
が
有
害
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
ア
ス
ベ
ス
ト

建
材
を
売
り
続
け
、
多
く
の
建
設
労

働
者
の
命
と
健
康
を
奪
っ
て
も
な

お
、
謝
ら
な
い
建
材
企
業
（
ニ
チ
ア

ス
、
ケ
イ
ミ
ュ
ー
、
Ａ
＆
Ａ
マ
テ
リ

ア
ル
、
ノ
ザ
ワ
、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
、

ダ
イ
ケ
ン
、
）
６
社
に
対
し
て
、「
被

害
者
へ
の
真
摯
な
謝
罪
・
国
の
基
金

へ
の
拠
出
・
九
州
の
被
害
者
と
の
面

談
」
を
求
め
る
要
請
と
街
宣
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
原
告
・
弁
護
団
・

支
援
す
る
団
体
等
２
０
５
人
が
行

動
に
参
加
し
ま
し
た
。
ニ
チ
ア
ス
九

州
支
社
と
ニ
チ
ア
ス
北
九
州
営
業

所
は
、
一
切
の
対
応
を
拒
絶
し
、
要

請
書
ど
こ
ろ
か
、
面
談
に
も
一
切
応

じ
な
い
態
度
で
し
た
。 

ケ
イ
ミ
ュ
ー
北
九
州
営
業
所
に

は
、
訴
訟
を
支
え
る
会
の
土
井
会

長
、
弁
護
団
の
池
上
弁
護
士
、
北
九

州
地
区
労
連
の
永
冨
事
務
局
長
と

福
建
労
役
員
２
人
の
５
人
で
要
請

を
行
い
ま
し
た
。
事
務
員
が
、
要
請

書
を
受
け
取
り
、
「
本
社
に
渡
し
ま

す
。」
と
の
対
応
で
し
た
。
事
務
員
に

「
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
解
決

を
求
め
る
も
の
で
、
お
宅
の
ケ
イ
ミ

ュ
ー
㈱
が
被
告
企
業
で
す
が
、
わ
か

り
ま
す
か
。」
と
聞
く
と
「
わ
か
り
ま

せ
ん
。」
の
返
事
、
事
務
員
と
は
い
え

被
告
企
業
の
社
員
に
も
伝
わ
っ
て

い
な
い
現
状
。
ま
だ
ま
だ
宣
伝
が
足

り
な
い
と
、
ケ
イ
ミ
ュ
ー
営
業
所
前

で
の
宣
伝
行
動
に
も
力
が
入
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
被
告
企
業
の
無

責
任
な
態
度
を
許
さ
ず
、
全
面
解
決

へ
仲
間
の
み
な
さ
ん
の
支
援
・
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
、
被
告
企
業
包
囲
行

動 


